
 

 

 

 

 

(1)私の姉はサッカーを練習します。 

(2)あなたの友達は学校へ歩いて行きますか。 

(3)あなたとエミは公園でジョギングをしますか。 ←主語が２人！！doesは使えない。 

(4)ケンジは福岡に住んでいません。 

(5)彼はスポーツを見ません。 

 

 

 

 

 

 

(1)ケンと私はサッカーが好きです。サッカーは私たちの一番好きなスポーツです。 

(2)私の父はテニスをしません。 

(3)グリーン先生は普通日本語を話しますか。 

(4)彼女はよく弟と一緒に公園へ行きます。彼らはそこでサッカーを楽しみます。 

 

 

 

 

(1)これは私たちの学校です。 

(2)北川先生は私の先生です。 

(3)彼のカバンはどこですか。 

(4)彼のお父さんは速く走ります。 

 

 

 

 

(1)これ自転車は彼女の物です 

(2)あの白いベッドはクミの物です。 

(3)あのカップはあなたの物ですか。 

(4)あの新しいカメラは私の兄の物ではありません。 



 

 

 

 

 

 

 

 

(1)私の姉は毎日ジュースを飲みます。 

(2)アレックスのお父さんは日本語を話しません。 

(3)この傘を使って下さい。（使いなさい。） 

(4)あなたは朝食にご飯を食べますか。 

(5)彼女はトーストと牛乳を食べているところです。 

(6)彼は今彼のお父さんの座布団を使っているとこです。 

(7)公園でサッカーをしよう。 

(8)クミとジローは公園で走っているところです。 

(9)彼女は今部屋で勉強中です。 

 

 

 

 

 

 

(1)これは誰のカメラですか。 

(2)スキーに行きませんか。 

(3)あなたは牛乳と水のどちらが欲しいですか。 

(4)これは私のものですか。はい、そうです。それはあなたのものです。 

(5)佐藤先生（男性）は読書が好きです。私は彼によく図書館で会います。 

 

 

 

 

 

 

 

 



(1)A:その女の子に会いますか。B:はい、私は彼女に毎日会います。  

(2)A:あなたはあの男の子を知っていますか。 B:いいえ、私は彼を知りません。 

(3)A:あなたはこの箱とあのラケットを使いますか。 B:はい、私はよくそれらを使います。 

(4)A:ユウカは音楽が好きですか。B:はい、彼女はそれがとても好きです。 

 

 

 

 

 

 

 

(1)A:あなたの兄は柔道と剣道のどちらを練習しますか。 

B:彼は柔道を練習します。 

(2)A:あなた犬はかわいいですか。  

B:はい、かわいいです。私は彼女が大好きです。 

↑Yes, she is.と答えているの、メスの犬ということがわかる。 

(3)A:あなたはこの箱とあのラケットを使いますか。 B:はい、私はよくそれらを使います。 

(4)A:ユウカは音楽が好きですか。B:はい、彼女はそれがとても好きです。 

 

 

 

 

 

 

(1)A:ジョーンズ先生はカレーを欲しがっていますか。 

B:いいえ、欲しがっていません。彼女は空腹ではありません。 

(2)A:ユウジは本が好きですか。B:はい、好きです。彼はたくさんの本を持っています。 

(3)A:私の父と母は今東京に住んでいます。 

B:まあ、本当ですか？私の姉もそこに住んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)エマはアメリカで音楽を勉強します。 

(2)戸田先生はたいてい７時に朝食を食べます。 

(3)ユカとマミは一緒にテニスをします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)私は名前を書いているところです。 

(2)ユイとエマはテニスをしているところです。 

(3)彼らは日本語を話していません。 

(4)ケンは今何をしているところですか。 

(5)エイミーは今何を勉強しているところですか。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝美：ジョシュ、あなたは踊ることが得意なんだね！ 

ジョシュ：ありがとう。僕はおどることが好きなんだ。 

     朝美、おいでよ。一緒におどろうよ。 

朝美：う～ん。遠慮しておくわ。 

(1) be good at ～ing 「～するのが得意です」 

(2)普段から進出単語を発音するときには、どこを一番強く読むかを意識しよう。  

(3)Q:あなたはジョシュと一緒に踊りたいですか。 

  A:いいえ、踊りたくはありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     エ 海斗がお礼を言ってきたから。 

 

 

メグ：ジョシュ、それはあなたのものですか。 

ジョシュ：いいえ。僕は自分のを持っているよ。たぶんそれは海斗のだよ。 

     おい、海斗。これはお前のだろ？ 

海斗：わわわ。うん、それ僕のだ。 

メグ：はい、どーぞ。それは大切に扱いなさい。 



海斗：ありがとう。（ゴメンナサイ。汗） 

メグ：わあ。ここもとても混んできたわ。 

海斗：そうだね。 

（１） すぐ後に、「めっちゃ混んできた！」と自分で言っている。 

（２） Q:ジョシュはチケットを持っていましたか。 

A：はい、持っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        エ なぜ私を誘うのかということ。 

 

 

 

メグ：もしもし？ 

海斗：もしもし、メグ？こちらは海斗だけど。今忙しい？ 

メグ：いいえ、テレビを見ているところだけど、お話しできるわよ。どーしたの？ 

海斗：僕は、明日について考えているところなんだけどさ。明日は空いてる？ 

メグ：明日？ええ、私は空いているわよ。何で？ 

海斗：ええっと、家に来てくれないかな？ 

  一緒に新しいテレビゲームできるよ。 

メグ：楽しそうね。 

 

(1)be 動詞の後だから ing形（現在進行形の文） 

(2)海斗の出だしのセリフがけっこうテンパっていることがうかがえますね。 

(3)エを本当は聞きたいところ。 

(4)ここまでしか読んでなかったらこう答えるが、先を読んでいたら、海斗はテレビゲームをするつもりは

ないので、問題としては「メグは」とした方が適切である。 

 



 

父：洋子、ちょっとカメラを持ってきてくれないか。 

洋子：わかったー。パパのカメラは素敵よね。 

父：ありがとう。私はそれをとても気に入っているからね。 

洋子：今日の午後、それを使ってもいいかな？ 

父：問題ないよ。でも、なんでだい？（本当は大あり！壊されないだろうな！？ドキドキ。。。） 

洋子：公園へ行って、そこで写真とるんだー。 

父：それは、いいね。その写真を（あとで）見せてくれるかい？ 

洋子：いいわよー。 

父:Be careful with my camera!!!!!!(カメラの扱いにはくれぐれも気を付けてくれよ！ 

高かったんだから！！(´；ω；`)ｳｩｩ) 

（1）Can you ～？ 「～してくれませんか。」お願いの文 

（２）②褒める言葉に対して。（←娘の戦略にはまる父。） 

④Can I ～？「～してもいいですか。」許可を尋ねる文の応答。 

 （No problem.と言っているが、絶対にそんなことはない。本心は貸したくないはず！） 

（３）大事なカメラ。 

（４）「洋子」が「公園」で何を撮るのかがきになる。。。父 

（５）this afternoon 今日の午後  （きっとカメラが心配で父もこっそり公園に行くでしょう。） 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

(1)これは私の本です。この本は私のものです。 

(2)これはあなたのペンです。このペンはあなたのものです。 

(3)あれはコウタのラケットです。あのラケットはコウタのものです。 

(4)あれは私の父の傘です。あの傘は私の父のものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)ウ：私はおなかが痛いのです。 

(2)エ：私は歯が痛むのです。 

(3)イ：私は頭が痛いのです。 

(4)ア：私は熱があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


